
○ 原子力安全・保安院の原子力安全規制部門を経済産業省から分離し、環境省にその外局として、

原子力安全庁（仮称）を設置する。

○ 原子力安全委員会については、規制と利用の分離により、中核的機能であるダブルチェック機能の
意義が薄れることから、その位置づけ・役割を見直し、専門的知見を活かした助言・諮問機関として、
新組織の下に、原子力安全審議会（仮称）を置く。

内閣府

原子力安全
委員会

原子力
安全庁
（仮称）

環境省
（環境大臣）

原子力安全
審議会
（仮称）

経産省

資源エネルギー庁

原子力安全
・保安院

※原子力安全に関する
業務

・試験研究用原子炉
の規制
・核燃料物質等の
使用の規制
・環境モニタリングの
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文科省

【新組織】

原子力安全に関する
業務の一元化

【現在の原子力安全行政組織】

国交省

・船舶用原子炉
の規制

・核セキュリティ

原子力委員会

諮問 答申

※８条委員会

※民主的統制の観点から、国会報告を
義務付ける。

原子力安全規制に関する新組織のイメージ案
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